
 政策Ⅲ―１ 教育の充実  
 

   

○ 乳幼児期からの発育・発達段階に応じた人づくりの大切さを学校・家庭・地域が共
有する中で、一人ひとりの可能性を開花させ、ふるさとに愛着と誇りをもち、社会
の一員として自立して生きていくことができる子どもたちを育みます。 

 
 

○ 子どもたちの基本的生活習慣の乱れや規範意識・社会性の低下などが指摘されてい
ます。 

○ 学力・体力の低下、いじめ・不登校児童生徒の増加など、懸念される状況にある子
どもたちがいます。 

○ 子どもたちが、確かな学力を身につけるとともに、生命の尊さや家族の大切さを理
解することが大切です。学校･家庭･地域が連携して、子どもたちの成長を支援する
必要があります。 

○ 特別な支援を必要とする児童生徒が増加するなど、一人ひとりの教育的ニーズに応
じたきめ細かな指導・支援が必要となっています。 

 
 

○ 基本的生活習慣や社会性を身に付けた、感性豊かなたくましい子どもを育てるため
に、学校・家庭・地域が連携協力し一体となった取組みを推進します。 

 
○ 学力の向上対策、キャリア教育、特別な支援を必要とする児童生徒への対応など、
発達段階に応じたきめ細かな教育の充実に取り組みます。 

 
○ 地域社会全体で青少年が健全に成長できる環境づくりを推進します。 
 
○ 大学等の高等教育機関については、地域や時代の要請に応え、地域と密着した研究・
教育活動が充実されるよう企業、自治体、教育・研究機関等と連携を深めるととも
に、国際的な視野を持ち多様な価値観を認める人材育成を目指します。 

 
 

 

  23  

子どもが発達段階に応じて心身
ともに健康に育っていると思う
人の割合 

－ 

 

70％ 

○ 学校・家庭・地域が一体となって取り組む中で、「子どもたちが発達段階に応じて心身ともに健
康に育っている」ことを県民の意識を通してみる指標です。「県政世論調査」において、「そう思
う」「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割合です。 

※ 指標の調査は平成 20年度から実施します。目標値は、平成 18 年度に行った「県政世論調査」に
おける教育政策に対する評価（「よくやっている」「まあまあだ」と回答した人の割合：53.2％）
を参考に設定しました。 
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① 学校・家庭・地域の連携協力による教育の充実    ・・・  P-206- 
② 発達段階に応じた教育の振興            ・・・ P-208- 
③ 青少年の健全な育成の推進             ・・・ P-212- 
④ 高等教育の充実                  ・・・  P-214- 
 

 

 
○ ふるさとに愛着をもち、知性と感性の豊かな思いやりのある子どもたちを育むため
に、大人が多様な価値観を大切にし、発達段階に応じた育て方を考えながら、子ど
もを見守り、支えましょう。 

 
○ 家庭や地域の支えの中で子どもたちは、様々な体験により達成感、充実感を得ると
ともに、失敗を乗り越えることによって自信や意欲が培われます。家庭は日常生活
の中での体験の機会を子どもたちに作りましょう。また、地域は、子どもを地域全
体で育むという考え方に立って、家庭の教育を支えましょう。 

 
○ 青少年は大人社会を写す「鏡」です。青少年の健全育成を自らの問題として捉え、
地域社会全体で青少年への影響が懸念される社会環境を改善しましょう。 

 

 

〔取組み事例〕 

【子どもの成長支援】 
浜田市の石見公民館では、地域で子どもを育む土壌をつくり、地域の教育力を向
上させるため、放課後の子どもの居場所づくりを通じて、子どもを支援する大人た
ちのネットワークづくりの取組みを進めています。 
また、ボランティアグループ「浜田のまちの縁側」は、この活動と連携しながら、
高齢者、主婦、県立大学生など、多くの人々によって、子どもから高齢者まで、す
べての人に開かれた居場所づくりを進めています。 
 
【子ども読書の推進】 
「桜江町読書普及協議会」では、家庭、学校、地域社会が連携協力し、各地区公
民館を拠点に「子ども読書会」の活動を続けています。読み聞かせや地元の民話を
素材にした紙芝居をはじめ、四季を通じた行事や高齢者との交流も行い、地域と子
どもたちの結びつきを大切にした活動をしています。 
 

― 97 ―




